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2005 年、昭和大学卒業。昭和大学藤が丘病院、聖隷横浜病院、

富士吉田市立病院にて内科・腎臓・透析診療に従事。2014 年 4
月、福島県立医科大学臨床研究イノベーションセンターフェローに就任。同年京都大学

大学院社会健康医学系医療疫学分野修士課程に進学し 2016 年修了。その他、京都大学

臨床研究者養成プログラム（MCR）や 2015 年ハーバード公衆衛生大学院 Principles and 
Practice of Clinical Research (PPCR)にて臨床研究リテラシーを習得している。2017 年 4
月より昭和大学藤が丘病院内科学講座腎臓内科部門に着任。2019 年 6 月より同大学統

括研究推進センター兼担。

佐々木彰らと共に JOINT-KD (Japanese Investigators with Innovative Network for Kidney 
Disease)の企画運営に従事し同研究会より若手医師の研究フィールド構築と臨床研究論

文の発信を続けている。

社会活動としては厚生労働省難治性疾患克服研究事業進行性腎障害に関する調査研究

班. 診療ガイドライン作成分科会 エビデンスに基づくネフローゼ症候群ガイドライン

作成委員としてガイドラインの改訂・作成に従事。過去には腎性貧血ガイドライン外部

評価委員（日本透析医学会）、薬剤性腎障害ガイドライン作成委員（日本腎臓学会）を

務めている。

獲得した競争的研究資金としては科学研究費補助金 基盤研究(C) 平成 30 年～32 年度

(課題番号 18K10828)がある。
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